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! 百年をいかす行く手に豊かな未来
置県百年シンボルマーク



富山の四季⑥つ下水塑で築こ
勉 H

1982年一

ワ
と
む

藤
井
勉
氏
は
、
昭
和
二
十
三
年
秋

出
生
ま
れ
。
岩
手
大
学
教
育
学
部
特

設
美
術
科
を
卒
業
、
第
二
十
回
シ
ェ

ル
美
術
賞
展
、
第
十
二
回
昭
和
会
展

で
受
賞
し
、
今
年
は
第
二
十
六
回
安

井
賞
展
で
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

今
年
内
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
近
代

美
術
館
で
開
催
し
た
「
富
山
を
描
く

間
人
間
景
L

展
で
は
最
も
若
い
作

家
で
あ
り
、
現
代
具
象
絵
画
の
担
い

手
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

井

キャンパス・油彩

116. 7 :f/ X 90. 9 :f" 

藤

「海の少女」

藤
井
氏
は
、
昨
年
五
月
末
に
来
県

さ
れ
、
魚
津
水
族
館
で
ご
自
身
の
娘

さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
こ
の
「
海

の
少
女
」
を
描
か
れ
ま
し
た
。

水
槽
を
の
ぞ
き
込
む
少
女
の
姿
は
、

ご
く
日
常
的
で
す
が
、
盛
岡
市
に
育

ち
ほ
と
ん
ど
海
と
い
う
も
の
に
接
す

る
こ
と
の
な
か
っ
た
少
女
の
表
情
か

亡

ゆ

た

ら
は
、
水
中
を
揺
蕩
う
珍
し
い
魚
た

ち
へ
の
驚
き
と
海
へ
の
憧
れ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
色
調
を

地
味
に
抑
え
、
余
分
な
も
の
を
省
い

た
古
壁
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
淡

い
光
を
浴
ぴ
る
少
女
の
姿
は
、
見
る

者
の
心
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を

い
だ
か
せ
、
作
者
の
ま
な
娘
に
寄
せ

る
愛
情
が
手
ぢ
か
に
伝
わ
っ
て
く
る

豊かな

ょ
う
で
す
。

黙
っ
て
じ
っ
と
居
て
、
目
の
前
を
通

こ
の
作
品
に
限
ら
ず
、
作
者
は
、

愛
す
る
娘
た
ち
が
成
長
す
る
姿
を
描

き
続
け
て
い
ま
す
。
一

見
、
写
真
と

見
ま
ち
が
う
ほ
ど
の
リ
ア
ル
さ
は
単

り
過
ぎ
て
ゆ
く
も
の
を
た
だ
当
り
前

に
描
い
て
い
き
た
い
。」
(
雑
誌
の
対

談
記
事
か
ら
)

に
彼
女
ら
の
姿
か
た
ち
を
写
し
出
し

生
命
あ
る
も
の
を
い
つ
く
し
み
、

敬
慶
な
態
度
で
ひ
た
む
き
に
描
く
姿

勢
は
、
こ
の
「
海
の
少
女
」
に
も
よ

く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
失
わ
れ

が
ち
な
人
間
の
素
朴
な
魂
に
触
れ
さ

せ
る
、
暖
か
く
心
に
残
る
作
品
と
い

て
い
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
素
朴

な
生
命
力
ま
で
を
も
い
き
い
き
と
感

じ
さ
せ
ま
す
。

「
風
景
も
、
静
物
も
、
子
ど
も
た
ち

も
、
そ
こ
に
存
る
と
い
う
だ
け
の
た

、
ぇ
土
品
、
し
ょ
、
っ
。

め
に
描
き
た
い
。
意
識
の
中
で
も
て

(
川
字
古
一
台
貝

中
川
美
彩
緒
)

あ
そ
び
た
く
な
い
。
た
だ

一
ヵ
所
に

i)毎の少女」の画題となった魚津水族館

く

じ

老人若返り祭開催 19 

住宅統計調査にご協力を/ 19 

エンジョイライフ シリーズ⑥ 20~21 

ビーチ/¥'レーボール

トピックス ・県政のうごき

お知らせ ・お茶の間に

お届けします県広報 “ 24 
置県百年記念施設⑤ 富山産業展示館一一一一一表 3

新たな飛躍に向けて 表 4

ージェ ッ卜化のため富山空港を閉鎖一

22~23 

富山の四季⑥「海の少女」 芸 1・2

下水道で築こう豊かなくらし 1~3 

津波災害を防ごう 4~5 

新手の“ネズミ講"にご注意.4I 6 ~ 7 

利用する前に考えようサラ金 8~9 
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《二〉
雨

-下水道のしくみo

CJ~ 

下

水

道

現
代
の
下
水
道
の
も
つ
役
割
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

川

周
辺
環
境
の
改
善

私
た
ち
の
毎
日
の
暮
し
ゃ
工
場
な

ど
か
ら
出
さ
れ
た
汚
水
が
住
宅
の
ま

わ
り
に
た
ま
る
と
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど

が
発
生
し
た
り
、
悪
臭
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

最終沈でんち

下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、
汚
水

を
速
や
か
に
排
除
し
、
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

工戸レーションタンク

す
。ω便

所
の
水
洗
化
に
よ
り
快
適
な
居

住
環
境
に
改
善

便
所
が
く
み
取
り
式
で
す
と
非
衛

生
的
で
悪
臭
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
す
が
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
水
洗
化 の

~/Ù 
1又

害リ

が
で
き
、
快
適
な
居
住
環
境
と
な
り

ま
す
。

ω伝
染
病
予
防

周
辺
環
境
が
改
善
さ
れ
、
生
活
環

境
を
清
潔
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

蚊
、
ハ
エ
が
居
な
く
な
り
、
ま
た
汚

れ
た
水
の
地
下
へ
の
浸
透
が
な
く
な

り
、
伝
染
病
の
発
生
を
予
防
し
ま
す
。

同
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

下
水
道
は
、
汚
水
を
下
水
管
に
集

め
て
、
処
理
場
で
き
れ
い
に
し
ま
す

の
で
、
川
や
海
の
汚
れ
を
防
止
で
き

ま
す
。

間
雨
水
の
排
除
(
浸
水
対
策
)

下
水
道
に
は
、
川
や
水
路
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
、
雨
水
を
早
く
排
除
す

る
た
め
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。

2 

富
山
県
の
現
況
と
目
標

富
山
県
に
お
け
る
下
水
道
事
業
の

歴
史
は
、
新
し
く
、
戦
後
の
昭
和
二

十
四
年
、
高
岡
市
が
市
街
地
の
雨
水
、

汚
水
の
氾
濫
防
止
、
湿
潤
地
の
解
消

な
ど
を
目
的
に
、
合
流
式
下
水
道
の

そ
れ
以
来
、
昭
和
四
十
年
後
半
か

ら
水
質
汚
濁
の
防
止
施
策
と
し
て
、

下
水
道
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
に
も
影
響
し
、

ま
た
他
の

社
会
資
本
の
投
入
が
ピ

l
ク
を
過
ぎ

た
の
と
相
ま
っ
て
、

よ
う
や
く
下
水

道
へ
の
認
識
が
深
ま
り
、

現
在
県
内

くト

で
は
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
、
氷
見

市
、
滑
川
市
、

小
矢
部
市
、
ーい
えノ
γ
l
J

、

J
川
4

↓

f
s
悶山門

福
光
町
、
宇
奈
片
町
、

大
IIJ 
mT 
お
よ

び
糾
岡
町
な
ど
十

一
市
町
村
で
公
共

下
水
道
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
結
果
、
昭
和
五
十
八
年
三一
月

4砂、材

、

も

叱

建
設
に
着
手
し
た
の
が
最
初
で
す
。

そ
の
後
、
富
山
市
が
戦
災
復
興
に

併
せ
昭
和
二
十
七
年
に
、

昭
和
三
十

三
年
に
は
新
湊
市
が
建
設
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

末
現
在
、

県
民
の

一
八
は
の
み
な
さ

ん
が
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
全
国
平
均
三
二
ば
に
比
べ
て

根
め
て
低
い
状
況
で
す
。

ま
た

日
本
の
普
及
率
も
欧
米
先

進
国

(イ
ギ
リ
ス
九
七
ば
、

一江
、
西
ド
イ
ツ
八
八
ば
)
と

ア
メ
リ

カ
七

比
べ
著
し
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

」
の
た
め
に
県
で
は
総
合
計
阿

に
次
の
よ
う
な
施
策
・

u標
を
相
、
げ

五
十
八
年
度
か
ら

そ
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
人
口
の
集
中
し
た
市
街
地
な
ど
緊

急
度
の
高
い
地
医
を
中
心
と
し
な
が

3 

ら
〈
玉
県
的
に
整
備
す
る
。

」
の
た
め
、
流
域
下
水
辺
、
公
共

小矢部川流域下水道終末処理場の完成予想図

下
水
道
、
農
村
下
水
道
な
ど
各
種
下

水
処
理
方
式
の
最
適
な
組
み
介
せ
に

よ
り

地
域
に
適
し
た
効
率
的
な
下

水
処
理
を
促
進
す
る
。

普 (2)

及 HH
率手LI
を六
三 十

二-J1. 
12年
に下
引水
き道
1.. の
げ総
る人
。11

快
適
な
居
住
環
境
を
つ
く
り
出
し
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
早
く
下
水
道
が
出
来
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。



津

波

富田

災

五
月
二
十
六
日
正
午
ご
ろ
、
秋
田
県
沖
を
震
源
地
と
し
て
起
き
た
日
本
海
中

部
地
震
は
、
多
数
の
犠
性
者
を
出
す
と
と
も
に
、
各
種
の
施
設
に
大
き
な
被
害

を
出
し
ま
し
た
。

今
度
の
大
地
震
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た

こ
と
で
、
百
人
を
超
す
死
者

・
行
方
不
明
の
ほ
と
ん
ど
は
津
波
に
襲
わ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
海
側
で
は
、
太
平
洋
側
と
比
べ
地
震
の
発
生
が
少
な

く
、
津
波
に
よ
る
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
津
波
の
恐
ろ
し

き
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
海
を
抱
え
る
富
山
県
の
海
岸
で
は
、
地
震
が
起
き

た
ら
必
ず
津
波
が
来
る
も
の
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

津
波
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
県
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り

が
津
波
の
恐
ろ
し
き
を
認
識
し
、
津
波
災
害
に
対
す
る
心
得
を

身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
、
津
波
災
害
に
備
え
て
必
要
な
基
礎
的
な
知
識

と
心
得
を
紹
介
し
ま
す
。

O
津
波
の
起
こ
り
か
た

津
波
は
、
海
水
が
陸
地
に
押
し
寄
せ
る
現
象
で
、
海
底

の
大
地
震
な
ど
に
よ
り
、
海
底
が
急
激
に
隆
起
や
沈
降

し
た
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。

O
津
津
の
速
さ
と
高
さ

津
波
は
、
波
源
(
津
波
の
み
な
も
と
)
か
ら
尉
固

に
伝
わ
り
、
そ
の
速
さ
は
海
が
深
い
ほ
ど
速
く
、

深
さ
四
千
灯
の
海
で
は
毎
秒
二
百
灯
で
伝
わ
り

ま
す
。

沿
岸
で
の
津
波
の
高
さ
は
、
海
底
の
地
形
や
湾

の
形
に
よ
り
違
い
、

一
般
に
湾
の
入
口
よ
り
も
奥
の

方
が
高
く
な
り
ま
す
。

O
海
域
の
地
震
発
生
か
ら
津
波
来
襲
ま
で

地
震
の
発
生
後
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
沿
岸
に
津
波
が

来
襲
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
震
源
が
海
岸
に
近
い

場
合
に
は
、
地
震
発
生
後
直
ち
に
津
波
が
来
襲
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

O
津
波
予
報

津
波
の
高
さ
は
、
地
震
の
規
模
や
起
こ
り
方
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。

予
想
さ
れ
る
高
さ
に
合
わ
せ
て
、
津
波
予
報
は
津
波
警
報
と
津
波

注
意
報
に
分
け
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

O
津
波
に
対
す
る
心
得

一

大
地
震
が
あ
っ
た
ら
津
波
の
用
心
を
し
、
海
岸
か
ら
離
れ
ま
し

レ
品
、
つ
ノ
O

地
震
の
揺
れ
ぐ
あ
い
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
に
、
津
波
が
押
し

寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

四

地
震
を
感
じ
な
く
て
も
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
海
岸
や
近
く

に
い
る
人
は
、
す
ぐ
高
い
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
注
意
報
で
も
海
水
浴
や
磯
釣
り
は
危
険
で
す
か
ら
、
海
岸
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。

五

津
波
は
く
り
か
え
し
襲
っ
て
く
る
の
で
、
津
波
警
報
解
除
ま
で
気
を
ゆ
る

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

_L. 

ノ、

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
情
報
や
、
市
役
所
、
町
役
場
、
消
防
署
、
警
察
署

の
広
報
や
サ
イ
レ
ン
な
ど
に
は
、
た
え
ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

を
防
-~~ 

ie 

， つ

予
期
し
な
か
っ
た
津
波
の
恐
し
さ

相
次
ぐ
報
道
に
日
本
中
が
お
の
の
く

ll注波-文Iと標識l

4 

今 併
に 噂耳、

久 Mdp ぞう
:;検特.
'V， ~生ム

ミ議33二
持母吟掛
か y， .?) 

私
毒事

予報 標 識 伊ちで

の 予 報略文 予 幸日 文
種類 i童 コE包ヨ ザイレン音

ツナミナシ 津波の来襲するおそれはありません。

津 津波があるかも知れません。津波の高 (約10秒)

e→..... ・・
ぴλ伶 tJ;)

j皮 ツナミチュウイ さは高いところでも数十センチメート ( 3点と 2点と

ル程度の見込です。 の斑打)

}王

ニ息"'" 
ツナミチュウイ

j章j皮の心配はなくなりました。
力イジョ (約10秒) (約 l分)

幸日
.. ._. 

ぶ入VO-(1点2i固と
ツナミケイホウ

津波の危険はなくなりました。
2点、とのE旺打) (約 3秒)

力イ ジョ

津波が予想されます。予想される津波
の高さは、高いところで約2メートル (車守 5秒)

j章 、y ナ 、、、、 に達する見込みですから、特に津波が ..._.._. 
A/:>-大きくなりやすいところでは警戒を要

j皮 します。その他のところでは数十セン ( 2 点) (約 6秒)

チメートル程度の見込です。

警
大津波が来襲します。予想される津波
の高さは、高いところで約3メートル (車句 3平合)

以上に達する見込みですから、今まで Avo一幸日 オ オ ツ ナ ミ に津波の被害を受けたようなところや、 ......... 
特に津波が大きくなりやすいところで (約 2秒)

は、厳重な警戒を要します。 (，重点) (短声連点)
その他のところも 1メートル位に達す
る見込ですから警戒が必要です。

津波によ って高くなったときの潮位と、津波がなかった時の潮位との差で、津波によ って
潮位が上昇した高さをいいます。

5 

津波の高さ
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、
彼

二
万
円
を
出
資
す
れ
ば
、
十
日
で
一
千
万
円
に
な
り
ま
す
。」
と

い
う
ふ
れ
こ
み
で
加
入
を
勧
誘
す
る
新
手
の
ネ
ズ
ミ
講
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

今
ま
で
は
東
北
地
方
が
中
心
で
し
た
が
、
最
近
、
石
川
県
、
新
潟

県
、
長
野
県
で
も
見
つ
か

っ
て
お
り
、
全
国
に
広
が
る
き
ざ
し
を
み

せ
て
い
ま
す
。

新
手
の
ネ
ズ
ミ
講
の
仕
組
み

こ
の
新
手
の
、
不
ズ
ミ
講
は
「
幸
一
仰

の
ラ
ン
ナ
ー
」
「
金
の
輪
」
な
ど
と
称

し
、
そ
の
仕
組
み
は
、
例
え
ば

B
が

新
し
く
会
員
に
な
っ
た
時
に

一
万
円

を
出
資
し
、
そ
の
う
ち
五
千
円
を
勧

ミ£
誘
に
き
た
A
に
説
明
書
代
と
し
て
支

払
い
、
残
り
五
千
円
は
、
説
明
書
と

同
時
に
も
ら
っ
た
名
簿
的
の

一
番
同

の
人
に
郵
送
し
ま
す
。

、ノI)_ 
にρfqノ lCYC)) ¥..0_19/ 
01もJ ¥ XV J グ¥_， J、

な名十と自の
ら ______ 1九| 、分人新

な C 時説のの会
い ・ 間明名才I 員
こ D 以書前前 B
と)内のををは
にをにコ書消
な勧 、 ピきし才1

つ誘新 l 加て簿
てし規にえ、 (ア)
いな加よた十の
まけ入り名香
すれ者、簿日香

ば 二二 (イ)に日

~ 

ネ
・
ス

(別
図
参
照
)

仕
組
み
ど
お
り
に
行
け
ば
、
新
規

会
員
二
名
を
勧
誘
し
た
時
点
で
、

一

万
円
は
凶
収
が
で
き
、
さ
ら
に
こ
れ

が
順
調
に
進
む
と
、
加
入
者
が
ど
ん

ど
ん
増
え
、
十
日
後
に
は

B
が
名
簿

の

一
番
上
に
な
り
、

一一
千
川
十
八
人

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
ず
つ
郵
送
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

巴

大
変
う
ま
い
討
し
で
す
が
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
通
り

↑
人
が
二
人
ず
つ
新

規
会
員
を
増
や
し
て
い
く
と
、

二
十

七
代

(二
十
七
日

)
H
に
は
日
本
の

こ与人
と す 口
はるを
日こ上
にと同
見とる
えな a

てり億

ま破干
すた万
。 ん人

すが
る関

ミ

講

は

法

律

違

反

」
の
よ
う
な
ネ
ズ
ミ
講
は
、
「
無
限

新手のネズミ講の仕組み
連
鎖
講
の
防
止
に
関
す
る
法
律
L

に

主主
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ズ
ミ

5，000円

円

lA I 
霊↓ ?5，000円

|B I 

1000円/ン襲撃れ

|c I I D I 

簿 (イ)名簿 (対名

/ο
け

vt「

‘.vi川
院
曹

f
d
h淫
戸

が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

、

ノ

三

今
回
の
「
幸
福
の
ラ
ン
ナ
ー
」
な

，av
k
m
曹

ど
と
称
す
る
、
不
ズ
ミ
講
の
説
明
書
に

/
に
(
，
r

は
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
法
律
に
違
反

)

こ

し
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

辺

掌

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
法
律
に
違
反
し

、(=
/
o
v
k
h
d「

aヘ
O

当

、
主主SF 盆M 

講
を
開
設
し
た
り
、
一
連
営
し
た
人
に

は
厳
し
い
罰
則
が
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
加
入
を
勧
誘
し
た
人
に
も
罰
金

て
い
ま
す
か
ら
、
加
入
し
て
勧
誘
し

た
り
し
ま
す
と
、
法
律
違
反
で
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

絶
対
に
手
を
出
き
な
い
よ
う
に
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
/

フ



利用す~前に考えよう
金フサ

が
、
借
り
る
と
き
は
必
要
な
金
額
し

か
借
り
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
業
者
の
中
に
は
返
せ
な
く

な
る
と
、
他
の
サ
ラ
金
業
者
を
あ
っ

旋
す
る
業
者
も
い
ま
す
が
、
借
金
返

済
の
た
め
の
借
金
は
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

-
契
約
内
容
の
確
認

ハ
ン
コ
を
押
す
前
に
、
借
用
書
の

内
容
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
白
紙
委
任
状
や
公
正
証

書
作
成
の
た
め
の
委
任
状
な
ど
を
求

め
る
業
者
は
避
け
る
の
が
賢
明
で

す
。

県や市町村などの融資制度

県の融資制度 (低所得世帯、母子寡婦世帯向〉

資 金 名
貨 イオ 4フ~ 件

利 2本 限度額 質的期間

低所得世帝更正資金 年% 千円 年以内

(社会福祉課) 。"'3 96"'1，680 3半"'20

母子寡婦福祉資金
0"'3 (児童家庭諜) 30'" 1 ，680 3半"'20

A
V
領
収
書
は
必
ず
も
ら
う
こ
と

富山県消費生活センタ ー消費者金融相談コ ーナー

富山市新総曲輪4-18 (富山県民会館 4階)

ft 0764 -33 -3252 

相談日 月~金曜日
土曜日

元
金
や
利
息
を
返
済
し
た
と
き
は

必
ず
領
収
書
を
も
ら
い
保
存
し
、
ま

た
、
完
済
し
た
と
き
は
、
借
用
証
書

な
ど
業
者
に
渡
し
た
書
類
は
返
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
、
っ
。

-
で
き
る
だ
け
早
く
相
談
を

不
幸
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
と
き
は
、
弁
護
士
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
し
、
被
害
が
大
き
く
な

ら
な
い
う
ち
に
解
決
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

県
で
は
次
の
と
こ
ろ
で
サ
ラ
金
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

勤労者向融資制度

①市町村 (実施団体は次のとおり〉

資 金 名 貨信利率 黄イオ限度額 質イヲ期間

年 % 千同 年以内

勤労者小口資金 7.14"'7.80 300"'500 3"'4 

富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、大山町、

上市町、婦中町、小杉町、大島町、庄川町、福岡町、福野町、

大沢野町

②労働金庫 (一般生活資金〉

質的対象者 質的利率 賞柑限度額 貸借期間

年 % 千円 年以内

組織労働者 10.20 2，000 6 

未組織労働者 10.80 
(勤信也保証料含) 1，000 4 午前 8時30分~午後 5時

午前 8時30分~正午

ち
ょ
っ
と
街
を
歩
い
て
い
て
も
、
「

O
O
ロ
ー
ン
ズ
L

「
ム
ム
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
い
っ
た

，サ
ラ
金
広
告
H

が
や
た
ら
と
自
に
つ
き
ま
す
。

サ
ラ
金
は
、
健
康
保
険
証
や
身
分
証
明
書
あ
る
い
は
運
転
免
許
証

だ
け
で
二
十
j
三
十
万
円
の
お
金
を
即
座
に
貸
す
気
軽
さ
が
亮
り
も

の
で
す
が
本
当
は
決
し
て
気
軽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
は
、
県
内
で
今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
サ
ラ
金
に
か
ら
む
自
殺

者
が
十
五
人
、
家
出
を
し
た
人
が
七
十
一
人
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
り
ま
す
。

サ

金

穴

落
と
し

の

一フ

-
高
い
利
息

。
厳
し
い
取
り
立
て

サ
ラ
金
は
、
も
と
も
と
無
担
保
、

広
告
や
チ
ラ
シ
を
み
る
と
、
貸
付

利
率
は
「
日
歩
二
十
銭
」
「

一
万
円
借

り
て
も

一
日
の
利
息
は
わ
ず
か
二
十

円
」
と
利
息
は
問
題
に
な
ら
な
い
ほ

ど
安
い
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
す
。

し
か
し
、

一
年
に
な
お
す
と
、

B 

万

保
証
人
な
し
で
、
貸
し
出
し
を
し
ま

す
か
ら
、
取
り
立
て
を
厳
し
く
し
な

い
と
営
業
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
借

り
た
本
人
が
行
方
不
明
に
な

っ
て
も
、

支
払
う
義
務
の
な
い
家
族
に
ま
で
厳

円
借
り
た
場
合
利
息
だ
け
で
七
千

百
円
に
も
な
り
ま
す
。

し
い
取
り
立
て
を
行
う
ケ

l
ス
も
あ

り
ま
す
。

サ
ラ
金
利
用
上
の
注
意
点

安
易
な
サ
ラ
金
の
利
用
は
、
悲
劇

の
も
と
に
な
り
ま
す
。
県
や
市
町
村

な
ど
に
は
、
サ
ラ
金
よ
り
ず
っ
と
低

利
な
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。
(別
表
)

サ
ラ
金
を
利
用
す
る
と
き
は
、
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

0

.

必
要
最
少
額
を

つ
い
つ
い
多
目
に
借
り
が
ち
で
す

サラ金に関する相談は富山県消費生活センター消費者金融相談コーナーへ

g 



泊ミ

し
い
夢
が

ザコ

ば

い
議
太
閤
山
ラ
ン
ド

rへ

マンダラ」百年の泉「スペース

ウォーターボブスレーはスリルが
いっぱい

トンネルの入口には楽しい絵がいっぱいの流水プーjレ

「ちび、つこと りで」で遊ぶ子供たち

七
月
十
六
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
連
日
多
く
の
人
で
賑

う
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
。
水
と
み
ど
り
が
あ
ふ
れ
る
圏

内
に
は
子
供
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
や
家
族
が
思
い
思
い
に
自
然

を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
。
家
族
そ
ろ
っ
て

太
閤
山
ラ
ン
ド
で
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

10  

わんぱくの丘には、ジャンホ.ネット、ジャンポドームなど

巨大な遊具がいっぱい

ピク二、ソク広場でお弁当

企
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

ス
レ
チ

ッ
ク

が
楽
し
め
る
ト
リ
ム
コ
ー
ス

家族連れて・いっぱいの新世紀博会場

4守

章者喝
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，恒巴ー、、
a'aw圃

h
w
、
長
崎
h
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du--2d

，a
，，.蜘刷
-ee句
a
a
F

，
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(
当
日
消
印
有
効
)

・

発

表

期
日
昭
和
五
十
九
年
六
月

方
法

審
査
結
果
は
、
入
選
者
に
直

接
通
知
す
る
ほ
か
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
庁
舎
な
ど
に
掲
示
す
る
入
選

発
表
文
書
や
カ
メ
ラ
雑
誌
で
発
表
し

ま
す
。

-
部
門
・
賞

一
般
の
部

建
設
大
臣
賞
賞
状
、
副
賞

(二

O
万
円
、
そ
の
他
)
一

名

実
行
委
員
会
会
長
賞
賞
状
、
副
賞

(一

O
万
円
、
そ
の
他
)

一
名

優
秀
賞
賞
状
、
副
賞

(
五
万
円
、
そ
の
他
)
五
名

特
別
賞

(
熟
年
賞
l

六
O
歳
以
上
)

賞
状
、
副
賞
(
二
万
円
、
そ
の
他
)
一
名

(主
婦
賞
)
賞
状
、
副
賞

(二
万
円
、
そ
の
他
)

一
名

(努
力
賞
)
賞
状
、
副
賞

(
二
万
円
、
そ
の
他
)

一

名

(ア
イ
デ
ア
賞
)
賞
状
、
副
賞

(
二
万
円
、
そ
の
他
)

一
名

佳
作
記
念
品
(
フ
ィ
ル
ム
セ
ッ
ト
)

若
干
名

学
生
の
部

(
高
校
生
以
下
)

私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
ま
ち
づ
く
り

標
語
懸
賞
募
集
・
昭
和
五
十
八
年
度
ま
ち
づ

く
り
設
計
競
技
募
集

私
た
ち
が
働
き
、
学
び
、
憩
い
、
集
う
ま
ち
|

|
ま
ち
は
私
た
ち
の
生
活

の
場
で
す
。

こ
の
私
た
ち
の
ま
ち
を
見
つ
め
な
お
し
、
魅
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
、

愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
一
緒
に
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
で
は
、
「
私
の
ま
ち
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
、
「
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞
募
集
」
、
「
昭
和
五
十
八
年
度
ま
ち
づ

く
り
設
計
競
技
募
集
」
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
で
あ
る
あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
都
市
計
画
課
(
宮
0
7
6
4
|
引
1
4

1

1
1
的
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
入
選
作
品
の
版
権
及
び
著
作
権
は
、

ま
ち
守
つ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
に

帰
属
し
ま
す
。

⑦
入
選
者
に
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
提

出
を
求
め
ま
す
の
で
ご
用
意
下
さ

い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
入
選

を
取
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
.
つ
く
り
標
語
懸
賞

募
集
応
募
要
領

-

主

題

ま
ち
づ
く
り
で
は
豊
か
な
生
活
の

基
礎
と
な
る
、
道
路
、
公
園
、
河
川
、

下
水
道
、
公
園
等
根
幹
的
な
公
共
施

設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

・
緑
や
水
辺
な
ど
の
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場

・
美
し
い
都
市
景
観
と
魅
力
あ
る
ま

ち
な
み

-
親
し
み
の
も
て
る
み
ち
空
間

・
地
域
に
住
む
人
々
の
多
様
な
交
流

の
場
と
な
る
広
場

な
ど
を
相
互
に
関
連
を
も
っ
て
美
し

く
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
ま
ち
守つ
く
り
を
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
、
個
性
と
魅
力
の
あ
る

も
の
と
し
て
行
く
た
め
に
は
、
ま
ち

の
主
人
公
で
あ
る
住
民
自
身
と
自
治

体
が
「
わ
が
ま
ち
」
を
見
直
し
再
発

見
し
、
さ
ら
に
両
者
の
創
目意
工
夫
を

結
集
し
、
協
働
に
よ
り
す
す
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、

愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
わ
が
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
合
言
葉
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
募
集
期
間
及
、
ひ
送
り
先

締
切

昭
和
五
十
八
年
九
月
三
十
日

(当
日
消
印
有
効
)

送

り

先

干

一
O
二

東
京
都
千
代

田
区
平
河
町
二
ー

一
六
ー

一
四

都
市
計
画
会
館
(
財
)
都
市
計
画
協

会
内

ま
ち
守
つ
く
り
月
間
実
行
委
員

会
事
務
局

ま
ち
-
つ
く
り
標
語
募
集

係

8
0
3
1
2
6
2
1
3
4
9
1

・

発

表

期
日

昭
和
五
十
九
年
六
月

方
法

審
査
結
果
は
、
入
選
者
に
直

接
通
知
す
る
ほ
か
、
都
道
府
県
市
町

村
の
庁
舎
な
ど
に
掲
示
す
る
入
選
発

表
文
書
や
雑
誌
等
で
発
表
し
ま
す
。

選
考

委
員
会
内
の
標
語
審
査
委
員

会
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

-
賞

一
般
の
部

特

選

建

設

大

臣

賞

と

副

賞

(五

万
円
)
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
一
点

準
特
選
ま
ち
守
つ
く
り
月
間
実
行
委

員
会
会
長
賞
と
副
賞
(
三
万
円
)
・:

・
一
占…

入

選

賞

状

と

副

賞

(
一
万
円
)

:
若
干
名

私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
応
募
要
領

-
募
集
作
昂

主
題

人
々
が
働
き
、
学
ぴ
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
憩
い
、
集
う

ま
ち
|
ま
ち
は
人
々
の
生
活
の
場
で

す
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
街
並
み
、
静
か

な
た
た
ず
ま
い
、
祭
り
の
光
景
、
何

気
な
い
人
々
の
素
顔
、
遊
び
に
興
じ

る
子
供
た
ち
な
ど
・
:
、
ま
ち
の
表
情

や
ま
ち
を
舞
台
に
し
て
行
わ
れ
る
活

動
を
、
自
由
な
発
想
、
独
特
の
視
点

で
と
ら
え
た
写
真
を
広
く
求
め
ま
す
。

サ
イ
ズ

白
黒
、
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト

(
ス
ラ
イ
ド
は
除
く
)
で
サ
ー
ビ
ス
判

以
上
か
ら
四
ッ
切
ま
で
。

組
写
真
の
場
合
は
五
枚
以
内
と
し
、

「
組
写
真
L

と
明
記
の
上
作
品
順
に
セ

ロ
ハ
ン
テ
l
プ
で
つ
な
い
で
下
さ
い

0

・
送
り
先
と
締
切

送
り
先

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

一

丁
目
二
六
番
二
号

新

宿

野
村
ピ
ル

小
西
六
写
真
工
業
内
(
郵
便
番
号
附
)

第

一
回
「
私
の
ま
ち
」
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
事
務
局

宮

0
3
3
4
8
1
8
1
1
1
(代
)

締
切

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
末

児
童
・
生
徒
の
部

(中
学
生
以
下
)

特

選

建

設

大

臣

賞

と

副

賞

(
三

万
円
相
当
の
図
書
券
)
・
:
:
:
:
一
点

準
特
選
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委

員
会
会
長
賞
と
副
賞
(
一
万
円
相
当

の
図
書
券
)
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
一
点

入

選

賞

状

と

副

賞

(五
千
円
相

当
の
図
書
券
)

:
:
:
:
:
:
:
若
干
名

・
応
募
上
の
注
意

①

ハ
ガ
キ
に
よ
る
応
募
を
原
則
と
し
、

一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

ハ
ガ
キ

一
枚
に
つ
き
作
品
は

一
点

限
り
と
し
ま
す
。
(学
校
等
で
ま
と

め
て
応
募
す
る
場
合
に
は
同
形
状

の
用
紙
で
も
可
)

②
住
所
・
氏
名

・
年
齢

・
性
別
・
電

話
番
号

・
職
業
(
学
生
の
場
合
は

学
校
名

・
学
年
)
応
募
部
門
を
必

ず
明
記
す
る
こ
と
。

昭
和
問
年
度
ま
ち
づ
く

り
設
計
競
技
募
集
要
領

-

趣

旨

住
民

一
人
ひ
と
り
が
生
き
る
こ
と

に
喜
び
と
生
き
が
い
を
味
わ
え
る
生

活
空
間
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

地

域
に
根
ざ
し
、
創
意
と
工
夫
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
必
要
で

す
。こ

の
た
め
、
質
の
高
い
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
を
求

め
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち

c

つ
く
り
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

-
主
催
等

川
主

催

ま

ち
守
つ
く
り
月
間
実
行

委
員
会
、
(
財
)
住
宅
生
産
振
興
財
団

ω後
援

建

設
省
、
住
宅

・
都
市

整
備
公
団

ω事
務
局

(財
)住
宅
生
産
振
興
財

団

〒

一
O
五

東

京

都
港
区
愛
宕

一
丁
目
六
番
七
号
愛
宕
山
弁
護
士

ビ
ル

一
階

8
0
3
1
4
3
7
1
9
3
3
1
 

・
募
集
内
容

競
技
は
右
下
表
に
示
す
三
部
門
、

四
競
技
に
分
類
し
て
募
集
し
ま
す

0

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

川
応
募
作
品
提
出
期
間
昭
和
五
十

九
年
二
月

一
日
側

1
二
月
二
十
九
日

，引ハイω入
賞
作
発
表

昭
和
五
十
九
年
三

建
設
大
臣
賞
賞
状
、
副
賞
そ
の
他

(
奨
学
金
一

O
万
円
、
そ
の
他
)
一
名

実
行
委
員
会
会
長
賞
賞
状
、
副
賞

(
奨
学
金
五
万
円
、
そ
の
他
)
一

名

優
秀
賞
賞
状
、
副
賞
(
二
万
円
相

当
の
図
書
券
、
そ
の
他
)

三

名

特
別
賞

(努
力
賞
)
賞
状
、
副
賞

(一

万
円
相
当
の
図
書
券
、
そ
の
他
)

一
名

(ア
イ
デ
ア
賞
)
賞
状
、
副
賞

(
.一

万
円
相
当
の
図
書
券
、
そ
の
他
)一

名

佳
作
記
念
品
(
フ
ィ

ル
ム
セ

ッ
ト
)

若
干
名

14  

-
応
募
上
の
注
意

①
一

人
何
点
で
も
応
募
可
。

②
未
発
表
又
は
他
に
応
募
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り
ま
す
。

③
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

④
作
品
の
裏
に
は
、
題
名
、
撮
影
場

所

(国
内
に
限
る
)、
撮
影
年
月
日
、

作
品
の
意
図

(必
要
な
場
合
)、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話

番
号
、
職
業
(
主
婦
も
含
む
、
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
)
、
応

募
部
門
を
必
ず
明
記
し
て
下
さ
い
。

⑤
作
品
の
送
付
に
あ
た
っ
て
は
、
作

品
が
傷
ま
な
い
よ
う
包
装
に
ご
注

意
下
さ
い
。

音日 F可 競技の名称、

A(恵み野地区)
昭和58年度まちづくり設

第 l部門

計競技(1-A)

B(大宮東地区)
昭和58年度まちづくり設
計競技(1-B)

第 2部門
昭和58年度まちづくり ア

イデア設計競技

第 3部門
昭和58年度まちなみデザ

イン提案競技

白
川ω表

彰

昭

和

五
十
九
年
六
月

・
応
募
資
格

各
部
門
と
も
応
募
資
格
は

一
切
問

い
ま
せ
ん
。

賞特

選

(建
設
大
臣
賞
)

一
点

賞
状
及
び
賞
金
五

O
万
円

準
特
選
(
ま
ち

c

つ
く
り
月
間
実
行

委
員
会
会
長
賞
)

一
点

賞

状

及

ぴ

賞
金
二
O
万
円

入
選
(
側
住
宅
生
産
振
興
財
団

会
長
賞
)
凹
点

賞
状
及
び
賞
金

一

O
万
円

(特
選
・
準
特
選
は
三
部
門
を
通
じ

て
各

一
点
、
入
選
は
第

一
部
門
二
点、

第
二
部
門

一
点
、
第
三
部
門

一
点
と

し
ま
す
。)
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りががん予防ル-一切ひ

30.5% 

8.0% 

部位別がん死亡割合〈昭和57年概数〉

男女ともに多い胃がん

26.7% 

7.3% 

道
肺
房
臓
市

食

乳

肝

す

E韮ヨ

Fヨ

宮

病血
子
白1.8% 

15.1% 

5.2% 

35.1% 

9.9% 
11.8% 

17.7% 

5.1% 

30.3% 

2.8% 

道

肝臓

すい臓

E歪ヨ

戸ヨ

肺

食

3.3% 

32.8% 33.8% 

2.9% 

その他28.7% 27.6% 

白血病

その他

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
、
昭
和
五

本
県
で
も
、

千
八
百
八
十
三
人
と

十
七
年
に
は
全
国
で
十
七
万
人
を
突

前
年
よ
り
四
十
九
人
減
少
し
た
も
の

の
、
や
は
り
増
加
傾
向
に
推
移
し
て

破
し
、

依
然
と
し
て
増
え
つ
、、
つ
け
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

がんの死因順位(対前年比較)

昭和57年(概数) 昭和 56 年 平均発生間隔

死 因 死亡率 死亡総数 死亡率 死亡総数
死亡数 (人口10 に占める 死亡数 (人口10 に占める 昭和57年 昭和56年

万対) 割合(%) 万対) 割合(%)

人 人 分秒 分秒

がん 170，097 144.1 23.9 166，399 142.0 23.1 3.05 3.10 
ノ~二

脳卒中 147，532 125.0 20.7 157，351 134.3 2l.8 3.34 3.20 
国

心臓病 125，879 106.7 17.7 126，012 107.5 17.5 4.11 4.10 

時間分秒 時間分秒

がん 1，883 170.0 24.9 1，932 174.9 24.2 ぷ.39.08 4.32.03 
官日ヨ

脳卒中 1，722 155.5 22.8 1，822 165.0 22.9 5.05.14 4.48.28 
山

心臓病 1，264 114.1 16.7 1，367 123.8 17.2 6.55.49 6.24.29 

こ
の
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
が
総
死

亡
者
に
占
め
る
割

合
も
、
全
国
で

ニ
・
九
ば

本
県

で
二
四

・
九
ば
と

16  

な
っ
て
お
り
、
死

亡
者
四
人
に

一
人

が
が
ん
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
の

部
位
別
死
亡
順
位

で
は
、

男
女
と
も

胃
が
ん
が
圧
倒
的

に
多
く
、
次
に
肺

が
ん
と
な
っ
て
い

ま
す
。

企
参
考
資
料

厚
生
省
「人
円
動
態
統
計」、

富
山
県
「衛
生
統
計
年
報
」

早
期
発
見
…}一

一一…ぃ…一一一
一
一一
一
一一
一
日…一一
有
効
な
んが
ん
対
策

一一

が
ん
の
発
生
原
因
は
ま
だ
十
分
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
も

の
因
子
が
重
な
り
あ
っ
て
が
ん
を
お

ん
対
策
と
し
て
は
、
集
同
検
診
な
ど

に
よ
る
早
期
発
見
、

早
期
治
味
が
も

っ
と
も
有
力
な
手
段
と
な

っ
て
い
ま

こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
生
原
因
に
は
、
発
が
ん
性
物
質

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、

す
。が

ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え

ま
す
。
年
に

一
度
は
検
診
を
受
け
て

各
種
の
法
的
規
制
に
よ

っ
て
、
発
が

健
康
で
あ
る
こ
と
を
締
め
ま
し
ょ
う
。

ん
性
物
質
を
除
去

す
る
努
力
が
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

の
発
生
原
因
が
十

がんは無症状のうちに芽ばえます。とくに胃、子宮、乳房、肺などは、
年 1回検診を受けて安心しましょう 。
つぎのような症状があったら、ためらわず専門医に診てもらいましょ
っ。

① 胃
胃の具合がわるく、食欲がなく、
好みが変ったりしないか。

② 子宮
おりものや、不正出血はないか。

③ 乳房
乳房の中にシコリはないか。

④ 食道
のみこむときに、っかえること
はないか。

⑤ 大腸、直腸
使に血や粘液がまじったりしな
し、ヵ言。

⑥姉
咳が続いたり、疲に血がまじっ
たりしないか。
喉頭

声がかすれたりしないか。
⑦舌、皮膚

泊りにくい潰蕩はないか。
③ 腎臓、勝脱、前立腺

尿の出がわるかったり、血がま
じったりしないか。

ま
た
、
長
期
多

量
の
喫
煙
が
肺
が

ん
な
ど
に
関
係
が

がんの危険信号8力条

(1:1本対ガ ン協会制定)

qフ

あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

」
の
よ
、
つ
な
が

ん
の
発
生
を
防
ぐ

」
と
の
重
要
性
は

い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
が
ん

分
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
現
在
、
が



9
月
6
H
i
9月
8
日

置
県
百
年
記
念
第
五
回
富
山
県
老

人
若
返
り
祭
り
が
九
月
六
日
か
ら
八

日
ま
で
の
三
日
間
富
山
県
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

老人若返り祭りの内容

月 日 催 し 物 場 所

9月 6日 お年寄りの演芸 ・のど自慢大会 県民会館大ホール

(午前10時)

9月 6日 特別作品展(家主展) 県民会館 I階展示場

お年寄りの手作り作品展

9月 8日 即売コーナー 映画コーナー

各種相談コーナー

(年金 ・職業紹介・生活・医療など)

お算税官;ぽ作品ガ

自
動
車
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
足
と
し
て
、
ま
た
大
切
な
物

資
輸
送
の
手
段
と
し
て
現
代
の
社
会
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同
時
に
道
路
の
整
備
と
い
う
こ
と
が
、
国
や

県
、
市
町
村
の
大
き
な
仕
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
建
設
や
補
修
の
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
、
自
動
車
に
関
連

し
て
揮
発
油
税
・
自
動
車
取
得
税
な
ど
い
く
つ
か
の
税
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
軽
油
引
取
税
も
そ
の
一
つ
で
す
。

」
の
税
は
、
パ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
燃
料
と
し
て
消
費
さ
れ
る
軽
油

の
引
き
取
り
に
対
し
て
か
か
る
税
で
、

み
な
さ
ん
が
ス
タ
ン
ド
で
購
入
さ
れ

る
軽
油
の
代
金
に

一
リ
ッ
ト
ル
あ

の
道
路
整
備
の
費
用
に
あ
て
る
と
い

軽
油
引
取
税
は
、
あ
く
ま
で
県
内

う
特
定
の
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
財
源
で
す
か
ら
、
軽
油
を
道
路
の

た
り
二
十
四
円
三
十
銭
の
割
合
で
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

〈
免
税
軽
油
の
購
入
に
つ
い
て
〉

利
用
と
関
係
の
な
い
次
の
用
途
に
消

費
す
る
場
合
に
は
、
免
税
扱
い
に
な

り
ま
す
。

①
船
舶
、
鉄
道
ま
た
は
軌
道
用
車
両

等
の
動
力
源

②
農
業
、
林
業
そ
の
他
素
材
生
産
業

用
機
械
等
の
動
力
源

③
陶
磁
器
製
造
業
、
鉄
鋼
業
、
電
気

供
給
業
、
化
学
工
業
等
の
た
め
の

一
定
の
用
途

免
税
と
な
る
軽
油
を
使
用
し
よ
う

さ
ん
か
ら
そ
の
お
孫
さ
ん
ま
で
の
三

ご
江
祭
り
は
、
お
年
寄
り
の
み
な

世
代
が
共
通
の
場
に
集
い
、
世
代
間

の
温
い
心
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
お

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
は
生
き
が
い

を
見
い
出
し
、
若
返
り
を
図
っ
て
頂

く
も
の
で
す
。

ま
た

10月 1日には、全国一斉に「昭

和58年住宅統計調査」が実施さ

れます。「住宅の国勢調査」とも

いわれるこの調査は、県では約

3万 5千世帯(全国では約 4百

万世帯)を対象に、住宅の建て

方 ・!よさ・世帯の構成 ・入居の

時期など、住宅や世帯について

の事項及び、居住水準、住環境に

関する事項を調査するものです。 、、ミ、..._ 争ー一一

調査の結呆は、凶及ぴ県の第 5次{i:宅建設 5ヵ年百|相iをはじめとする住宅

関係諸施策の立案実施やその達成度を判定するための重要な資料となります。

兇に、都市計画、地域計 |出、環境整備計画などの資料としても l幅広く干IJ)IJさ

れています。

調査対象となった 11L-;箭には、 9月2411から知事が任命した調査員がおやiJい

しますので、ご協力をお願いします。

0 街づくり わたしも協力 住まいの調査

問い合わせ L与しh統計情報課 (0764-31-4111 

一
般
の
み
な
さ
ん
に
も
老

住宅統計調査にこ協力を.ゲ

と
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
税
事

'18 

務
所
へ
申
請
し
て
、
「
免
税
軽
油
使
用

者
証
」
の
交
付
を
お
受
け
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
証
E
T乞
呈
示
し
て
免
税
証
(
チ

ケ
ッ
ト
)
の
交
付
を
申
請
す
る
と
、

必
要
な
数
量
の
免
税
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

軽
油
を
購
入
す
る
と
き
に
、
こ
の

免
税
証
を
業
者
に
渡
す
と
、
税
の
か

か
ら
な
い
価
格
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
県
税
事
務
所
へ
ご
相
談
く

、、，

-，
、A

E

、通ハ
V

J
人
』

C

し

人
福
祉
へ
の
理
解
と
協
力
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
c

会
場
で
は
、
次
の
と
お
り
多
彩
な

催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な

お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

1)'.]帝京 406) 
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ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
位
置
し
て
、
サ
ー

ピ
ス
権
を
得
る
ご
と
に
右
廻
り
で

一
つ
ず
つ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

す
。

O
ゲ
ー
ム
は
サ
ー
ビ
ス
権
の
あ
る
チ

ー
ム
が
勝
て
ば
、

一
点
ポ
イ
ン
ト
、

な
い
チ
l
ム
が
勝
て
ば
サ
ー
ビ
ス

権
の
移
行
の
み
と
し
て
、

一
セ
ッ

ト
九
点
の
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
制
で

行
い
ま
す
。

O
サ
ー
ビ
ス
は

一
本
と
し
、
前
衛
右

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
ゴ
|

卜
か
ら
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド

(
腰
よ

り
下
)

で
ネ
ッ
ト
を
越
え
て
ボ
l

ル
を
相
手
コ

l
卜
内
に
打
ち
込
ん

で
行
い
ま
す
。

O
ボ
ー
ル
は
腰
よ
り
上
の
身
体
の
ど

の
部
分
で
打
っ
て
も
よ
く
、

一一一
回

(
途
中
で
ボ
l
ル
が
ネ

ッ
ト
に
触

れ
た
場
合
は
四
回
)
以
内
の
プ
レ

ー
で
相
手
コ

l
ト
に
返
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

0 
い行レおプ
ろい|りレ
いまボで|
ろす l す上
と J ルスの
ルまの細主
|たル部立
ル、 l に反
を自ルつ則
工分にいは
夫た準て次
しちじはの
てでてパと

行
っ
て
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

!と町二>/
メJF一

一一一/

サービス
コート

0コート同バドミントンの

ダブルスのコートを利用

します。

o
ド
リ
ブ
ル
(
同
じ
選
手
が
二
度

以
上
連
続
し
て
ボ
l
ル
に
触
れ

る
こ
と
)

o
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

選
手
の
手
、
ま
た
は
腕
の
中
で

静
止
す
る
こ
と
)

ボ

jレ
が

O

タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト

O

オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト

O

オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
ス

ライン幅4αn

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

健
康
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
「ど

う
も
自
信
が
な
く
て
・
:
L
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
気
軽
に
楽
し
め
る
の

が
こ
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
従
来
か
ら
楽
し
ま

れ
て
い
た
も
の
を
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
す
る
た
め
朝
日

町
教
育
委
員
会
が
独
自
の
ル
ー
ル
を
考
案
し
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
昭
和
五
十
四
年
に
誕
生
し
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
今
で
は
県
内
各
地
で
多
く
人
に
楽
し
ま
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
家
族
そ
ろ
っ
て
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
特
徴

O
狭
い
場
所
で
も
手
軽
に
で
き
ま
す
。

O
ル
l
ル
が
簡
単
な
の
で
、
誰
で
も

す
ぐ
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で

速
く
な
い
の
で
、
プ
レ
ー
が
永
続

20  

き
し
、
知
ら
な
い
う
ち
に
運
動
量

も
多
く
な
り
ま
す
。

き
ま
す
。

O
ボ
ー
ル
が
適
当
に
変
化
す
る
の
で

意
外
性
に
富
み
、
上
手
・
下
手
の

O
ボ
l
ル
が
柔
か
い
の
で
、
突
き
指

な
ど
の
ケ
ガ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

差
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ん

O
も
ち
ろ
ん
健
康
守
つ
く
り
に
役
玄
ち

O
ボ
l
ル
の
ス
ピ
ー
ド
が
そ
れ
ほ
ど

ま
す
。

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

楽

し

み

方

O
ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
百
八
十
芯
ぐ

ら
い
が
適
当
で
す
。

ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
。

O

一
チ
l
ム
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
問
人

O
ボ
l
ル
は
直
径
三
十
芯
ぐ
ら
い
の

と
し
、
前
衛
二
人
、
後
衛
二
人
の

21 

ブロックが成功



【

連日多くの人で賑う新世紀博会場

7月16日~
麗にっぽん新世紀博覧会開幕

置県百年を記念して、「にっぽん新

世紀博覧会」が小杉町の県民公園太

閤山ランドで華やかに閉幕しました。

「新世紀への旅立ち」をメーンテ

ーマに会場には15のパビリオンやピ

コちゃん劇場など多彩な催しも繰り

広げられ、連日多くの人でにぎわっ

ています。会期は 9月15日まで、。

ア月18日
麗県北陸新幹線

対策連絡協議会開催

富山県北陸新幹線対策連絡協議会

(会長中沖知事)の58年度総会は、

県民会館で聞かれ、158年度早期着工

を果たし、 59年度には本格的建設予

算の計上、建設促進を図る」との決

議を採択しました。

県政のうごき

7月16日-.，8月15日

置県百年を記念して盛大に行われた県民体育大会開会式

国道359号が陥没した小矢部市内山地区を視察する

中沖知事

7月24日~ア月27日
麗県体開く

置県百年記念第36回富山県民体育

大会の開会式が 7月24日、富山市体

育館で行われ、県内15郡市と34競技

団体の選手約千人が堂々と入場行進

し、 4日間の大会の幕を開けました。

25日から始まった競技では、約 1

万 8千人の選手が34競技に熱戦を繰

り広げました。

ア月278
~小矢部市内山地内で

国道359陥没

小矢部市内山地内で国道 359号が

大雨のため、のり面の土砂が崩れ、

道路が長さ約 1キロにわたって陥没し

ました。

そのため、県では石川県境までを

全面通行止めにし、地滑り調査や暫

定道路の開設などを行うとともに、

今後、 全面的な復旧工事に着手しま

す。
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ア月29日・ 8月4日
嵐知事と語るつどい・まちま

わり -氷見市・宇奈月町

知事と語るつどい ・まちまわりが

7月29日氷見市、 8月4日宇奈月町

で行われました。

まちまわりでは、氷見漁港 ・栽培

漁業センターなど (氷見市)、宇奈月

浄化センター・大根の里 ・新川育成

牧場など (宇奈月町)を見学。

また、語るつどいでは、氷見市、

宇奈月町の両会場とも、住民のみな

さんと中沖知事が活発な意見交換が

行われました。

氷見漁港を見学する中沖知事

ア月31日-"8月3日
麗国際児童画

フェスティパル開催

置県百年を記念した「国際児童画

フェステイノりレ」が県民会館で国際

色豊かに開催されましたJ

会場には、フランス、カナダ、フ

ィリピン、西ドイツ、台湾、日本の

児童の国柄をしのばせる絵画千点が

展示されるとともに、実演授業、講

演、シンポジウムなども行われまし

た。

8月?日
~県総合開発審議会に

計画推進部会を新設

富山県総合開発審議会(原谷敬吾

会長)は、富山第一ホテルで第32回

審議会を聞き、今年度からスター卜

した富山県民総合計画を着実に進行

管理するため、新たに計画推進部会

を設置しました。

8月18
~大門、大島地域新設高校

建設予定地決まる

生徒急増に対応して大門、大島地

域で開校が予定されていた新設高校

の建設地が、大門町二口、棚田地内

に決まりました。

同校は、本年度中に用地取得、造

成を行い、 59~60年度に校舎などの

第一期工事を終え、 61年に開校する

予定。

8月5日-"8月6日
嵐万葉のふるさとづくり

シンポジウム開催

万葉のふるさとづくりシンポジウ

ム「越中万葉の世界」が高岡地域地

場産業センターで行われました。

このシンポジウムは、置県百年記

念と高岡、射水モデル定住圏整備特

別事業の 1っとして、大伴家持ゆか

りの高岡で、郷土の貴重な文化遺産

熱心に実演援業をうける子供たち(国際児童画フェスティパル)

郷土の文化遺産を生かしたふるさとづくりの意義などに
ついて考えた万葉のふるさとシンポジウム

を生かしたふるさとづくりの意義や

課題について考えるもの。

会場では、全国から著名な万葉研

究者や歌人らが、独自の見解を発表・

意見交換し、聴衆に深い感銘を与え

ました。

8月8日-"8月12日
嵐「しんかし、2000J富山湾を調査

海洋技術センターの深海調査船「し

んかい2000Jによる富山県海域の調

査が8月8日から行われました。

富山県海域では神通川河口沖27キロ

地点(水深1000~ 1l 00t~ ) 、神通川河

口沖14キロ地点(水深約800t~ ) の 2 地

点で延 4回にわたり潜航し、ベニズ

ワイガニやパイ貝などの生息調査や

海底地形調査を行いました。

」事

富山湾の調査を終え浮上した「しんかしi2000Jを引きあげる

2
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4.点字図書製作のための講習会は、申込先で、毎週)J曜日又は木

曜1::1の都合のよい円に、 30分間の個人指導を千円、ます。

5.受講料は無料です。

6. 申込先は、富山悦覚障害者福祉セ ンター

(富山市西団地方聞r2 -10-36 ft0764-25-6761)まで、。

置県百年記念施設 ⑤

富山産業展示館
(テクノホール)

月日曜 場 所 時 間 月日曜 場 所 B寺 問

9/穴水)庄川町役場前 1 O:OO~ 15 :30 9/附 j電鉄桜井駅前 10:00~15:30 

9:il 井波町保健センヲー前 10:00~ 15:30 21 (水)宇奈月町温泉会館前 10 :OO~ 15 :30 
1位j富山駅前 10:00~16:0。 23(釦 富山駅前 10 : OO~ 16 :00 
1位)高岡駅前 1 O:OO~ 15:30 24出 富山駅前 1 0 : 00 ~ 16 : 00 

11(日)富山西武前 1 O:OO~ 16 :00 24仕) 高岡駅前 1 0 : 00 ~ 15 : 30 

1!X木)高岡駅前 10:00~ 15:30 25(日)高岡駅前

1ail 大山町役場前 1 O:OO~ 15:30 29休)福岡駅前 10 :00~15: 

1祉)高岡駅前 1 O:OO~ 15:30 

9月街頭献血日程

-“おまわりさんとチヒ.ツ子たちのコンザート"
第7回富山県警察音楽隊定期演奏会

。 日時 ・場所 10月 8I:l(り午後 1時間演

。出演団体 富山県警察音楽隊

。賛助出演 (1)富山市立藤ノ木小学校金管バンドクラブ

(2)新湊市立東明小学校ブラスパンドクラブ

とテイコテイコど太陽にほえろとなどの演奏とステ

ージドリルの祭典。
・炉

富山県民会館大ホール

富山市友杉

ft 0764-95-3111 

場所

新
世
紀
へ
の
限
り
な
い
可
能
性
を

秘
め
て
、
富
山
産
業
展
示
館

県 富山市新総曲輪ト7(県庁内)
宮富山31-4111杓

31ー3131(県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)
雷魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
宮砺波33-5151

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民

。演奏内容

-点訳奉仕員の募集について
1 点訳奉仕員として、富山県悦覚障害者相祉センターの点字図書

館の点字血|書を製作していただきます。

2.募集人員は20名で、県内に居住する満20歳以上60歳未満の方で、

性別、 学歴は問いませんが、生徒、 学生は除きます。

3.募集期間は、9月10日から 9月30日です。

コンサー卜へ向けて練習に励む警察音楽隊

「
テ
ク
ノ
ホ

l
ル
」
)
が
九
月
七
日
に

便
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
展
示
を
可

」
の
展
示
館
は
、
大
型
重
量
物
が

能
に
し
た
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
を
様
々
な

企
画
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
館
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

展
示
で
き
る
見
本
市
・
展
示
会
の
施

設
と
し
て
は
日
本
海
側
随

一
の
規
模

を
誇
り
、
こ
れ
か
ら
の
多
様
化
時
代

に
対
応
す
る
数
々
の
設
備
を
備
え
、

国
際
レ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー

ツ
、
集
会
の
場
と
し
て
多
目
的
に
利

用
で
き
る
創
造
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

ま
た
、

新
富
山
空
港
、

北
陸
高
速

自
動
車
道
に
近
接
す
る
な
ど
交
通
の

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、

全
凶
各
地
よ

り
最
新
で
優
秀
な
工
作
機
械
や
電
子

機
械
な
ど
を

一
堂
に
会
し
た
「
北
陸

機
械
工
業
展
」
が
九
月
七
日
か
ら
十

一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

(愛
称

て
い
ま
す
。

日本海側随一の規模を誇る富山産業展示館

ぉg穫の闘にお届けします県広報
多目的利用が可能な創造のスペース 、富山産業展示館(テクノホール)

富山テレビ i110万人のひろば
ークイズ/フォーカスインー」

県内のいろいろな話題、さまざまな施設、みなさ

んの関心事などを、ク イズ形式で楽しく紹介する、

ふるさと再発見番組です。

毎週 日曜日、午前9時.....9時30分

広報課では、この「県広報とやま」のほか、テレ

ビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹介や

暮しに欠かせない情報を提供しています。

圏盟霊園

県の主な施策や事業を紹介し、当面する課題をみ

なさんと一緒に考えるとともに、生活情報を提供し

ます。

0北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日「みんなの県政」

0朝日、毎日

毎月第 2・最終土曜日「県からのお知らせ」

E温藍M 1i温

「こんにちは富山県で、す」

県政の諸施策、問題点を、みなさんに知っていた

だくための番組です。また、今年度は、置県100年特

別企画をシリーズで行います。

毎週日曜日、午前8時.....8時30分

9月のKNB'こんにちは富山県で‘す」

24  

4日 「救急の日」現状と意識の高揚

11日 富山産業展示館オープン

18日 日本海側初の「国立立山少年自然、の家」

25日 置県百年特別企画 「日本の中の富IIIJ

置県百年記念芸術祭
第10回県民劇場舞踊公演

場所 富山県民会館

9/23--9/26置県百年記念芸術祭
富山県大華道展

場所富山県民会館

.9/23--9/26置県百年記念芸術祭
草月星秀会野外展

場所県庁前公園

.9/23--9/27置県百年記念芸術祭
富山国際アマチユア演劇祭
場所 富山県民会館ほか

.9/23--9/27置県百年記念芸術際
富山県青少年美術展

場所富山県民会館

.9/28--9/29全園地域婦人団体研究大会
場所 富山県民会館、富山第一ホテル

9月の置県百年記念行事
9/22 

KNB 

老人若返り祭
場所 富山県民会館

北陸機械工業展
場所 富山産業展示館・9/9--10/10富岡鉄斎展
場所富山美術館

置県百年記念芸術祭
全日本吹奏楽祭

場所富山市公会堂、富山市内

置県百年記念芸術祭
第10回県民劇場音楽祭

場所富山県民会館・9/14--9/20置県百年記念芸術祭
富山県美連展

場所富山県民会館

.9/16--9/17第26回全日本花いっぱい
富山大会

場所富山県民会館

.9/6--9/8 

.917--9/11 

.9/10 

.9/11 




